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注　意　事　項

1. 試験開始の合図があるまで，この問題用紙を開かないこと。

2. 受験者はすべて試験監督者の指示に従うこと。
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6. 計算過程は書かなくてよい。

7. 解答用紙のみを提出すること。
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平成 19年度　熊本学園大学一般入学試験 (A日程)

数学 I・数学 II・数学A

1. 次の式を簡単にせよ。

(1) log2(sin 30◦) (2) log 1
2
(log3

√
3)

2. log10 5 = a，log10 6 = b とするとき，次の式を aと bを使って表せ。

(1) log10 2 (2) log10 3 (3) log2(4.5)· log10 2

3. ある地域の天気について，晴れの日の翌日に晴れとなる確率は 60% ，雨になる
確率は 40% である。また，雨の日の翌日に晴れとなる確率は 30% ，雨になる確
率は 70% である。今日が晴れのとき，翌々日が雨になる確率を求めよ。ただし，
天気はその前日の天気のみによって決まるとする。

4. 直線 y = xと曲線 y = x2 − 2xに囲まれた領域 (境界も含む)の格子点 (xおよび y

の値が整数)の x座標と y座標の値をそれぞれX，Y とする。X + Y の値が 1で
ある点を点A，4である点を点Bとするとき，次の問に答えよ。

(1) AB間の距離を求めよ。
(2) 点Aから点Bに移動するとき，最短経路は何通りあるか。ただし，領域内の
格子点を x軸に平行に，または y軸に平行に結んだ線分上のみを移動できる
ものとする。

5. 1から 200までの整数のうち，次の条件をみたす数はいくつあるか。

(1) 2，3のいずれによっても割り切れる。
(2) 2，3，5のいずれによっても割り切れる。
(3) 2，3のいずれによっても割り切れるが，5では割り切れない。

6. 次の方程式を解け。

(1) x2 + (x + 1)2 + (x + 2)2 = 365 (2) x2 + 2|x− 1 | = 5

7. 円に内接する四角形ABCDにおいて，AB = 3，BC = 5，CD = 6，DA = 8 のと
き，cos A，sin A，およびこの四角形の面積 Sを求めよ。

8. 関数 y = | 4x2 − 4x− 3 | について次の問に答えよ。
(1) この関数のグラフ上の点 (0, 3)における接線を `とするとき，`の傾きを求
めよ。

(2) この関数のグラフ上の点 (2, 5)における接線と `の交点の座標を求めよ。

(3) 定積分
∫ 3

2

− 1
2

| 4x2 − 4x− 3 | dxを求めよ。
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解答例

1. (1) log2(sin 30◦) = log2

1

2
= log2 2−1 = −1

(2) log 1
2
(log3

√
3) = log 1

2
(log3 3

1
2 ) = log 1

2

1

2
= 1

2. (1) log10 2 = log10

10

5
= log10 10− log10 5 = 1 − a

(2) (1)の結果を利用する．

log10 3 = log10

6

2
= log10 6− log10 2 = b− (1− a) = a + b − 1

(3) (1),(2)の結果を利用する．

log2(4.5)· log10 2=
log10(4.5)

log10 2
· log10 2 = log10(4.5) = log10

32

2
=2 log10 3− log10 2 = 2(a + b− 1)− (1− a) = 3a + 2b − 3

3. ［1］晴・晴・雨の場合の確率は
6

10
× 4

10
=

24

100

［2］晴・雨・雨の場合の確率は
4

10
× 7

10
=

28

100

［1］,［2］より，求める確率は
24

100
+

28

100
=

52

100
=

13

25

4.(1) 右図の格子点 (X, Y )のうち，
X + Y = 1を満たす点Aの座標は (1, 0)，
X + Y = 4を満たす点Bの座標は (2, 2)

したがって

AB =
√

(2− 1)2 + (2− 0)2 =
√

5

(2) A → (2, 0) → (2, 1) → B

A → (1, 1) → (2, 1) → B

の 2通りである．

　

O

y

x
A

B

1 3

3

2

2

5. (1) 1から 200までの整数のうち，2，3のいずれによっても割り切れる数は

{6·1, 6·2, 6·3, · · · , 6·33}の 33個

(2) 1から 200までの整数のうち，2，3，5のいずれによっても割り切れる数は

{30·1, 30·2, 30·3, · · · , 30·6}の 6個

(3) (1),(2)の結果から 33− 6 = 27 (個)
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6. (1) x2 + (x + 1)2 + (x + 2)2 = 365

左辺を展開すると 3x2 + 6x + 5 = 365

整理して x2 + 2x− 120 = 0

左辺を因数分解して (x + 12)(x− 10) = 0

ゆえに x = −12, 10

(2) x2 + 2| x− 1 | = 5

［1］x = 1 のとき，| x− 1 | = x− 1 であるから
x2 + 2(x− 1) = 5

整理して x2 + 2x− 7 = 0

ゆえに x = −1± 2
√

2

x = 1 に注意して x = −1 + 2
√

2

［2］x < 1 のとき，|x− 1 | = −x + 1 であるから
x2 + 2(−x + 1) = 5

整理して x2 − 2x− 3 = 0

ゆえに (x + 1)(x− 3) = 0

x < 1 に注意して x = −1

［1］,［2］より (答) x = −1 + 2
√

2, − 1
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7. 4ABDにおいて, 余弦定理を用いると

BD2 = 82 + 32 − 2·8·3 cos A

= 73− 48 cos A

四角形ABCDは円に内接するから

C = 180◦ − A

4BCDにおいて, 余弦定理を用いると

BD2 = 52 + 62 − 2·5·6 cos(180◦ − A)

= 61− 60(− cos A)

= 61 + 60 cos A

　

A
B

C

D

8

3

5

6

よって 73− 48 cos A = 61 + 60 cos A これを解いて cos A =
1

9

sin A > 0 であるから sin A =

√
1−

(
1

9

)2

=
4
√

5

9

四角形ABCDの面積 Sは

S = 4ABD +4BCD

=
1

2
·8·3 sin A +

1

2
·5·6 sin(180◦ − A)

= 12 sin A + 15 sin A

= 27 sin A = 27× 4
√

5

9
= 12

√
5
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8. (1) x = 0 のとき 4x2 − 4x− 3 = −3 < 0 であるから

y = −4x2 + 4x + 3 ゆえに y′ = −8x + 4

x = 0 のとき y′ = 4 であるから，求める傾きは 4

(2) x = 2 のとき 4x2 − 4x− 3 = 5 > 0 であるから

y = 4x2 − 4x− 3 ゆえに y′ = 8x− 4

x = 2 のとき y′ = 12 であるから，点 (2, 5)における接線の方程式は

y − 5 = 12(x− 2) すなわち y = 12x− 19

`の方程式は

y − 3 = 4(x− 0) すなわち y = 4x + 3

であるから，交点の座標は

連立方程式

{
y = 12x− 19

y = 4x + 3
を解いて

(
11

4
, 14

)

(3) 4x2 − 4x− 3 = (2x + 1)(2x− 3) であるから，

−1

2
5 x 5 3

2
において 4x2 − 4x− 3 5 0

このとき | 4x2 − 4x− 3 | = −4x2 + 4x + 3

したがって

∫ 3
2

− 1
2

| 4x2 − 4x− 3 | dx

=

∫ 3
2

− 1
2

(−4x2 + 4x + 3) dx

=− 1

6
·(−4)

{
3

2
−

(
−1

2

)}3

=
16

3

　

O

y

x−1
2

3
2

3
4

1
2


